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低温やけどの患者さんが増えています！

寒さの厳しくなる冬、暖房器具として手軽で使いやすい湯たんぽ。湯たんぽは、ほどよく心地よく暖まることがで
きる優れものですが、近年、長時間使いすぎて「低温やけど」を負う人が増えています。低温やけどは、痛みを伴わ
ず気づかないうちに進行することが多く、また、重症化してしまうケースも多いので注意が必要です。

湯たんぽ使用時の
「低温やけど」にご注意を!!

低温やけどとは？

心地よく感じる程度（体温よりあたたかい温度）のものでも、皮膚の同じ部分が長い時間接触し

ていると発生するやけどです。

皮膚の温度とやけどになるまでの時間は？

 ◎44℃では・・・3時間～4時間

 ◎46℃では・・・30分～1時間

 ◎50℃では・・・2分～3分

低温やけどを防ぐには？

布団から出して使用する。布団があたたまったら、湯たんぽを布団から取り出して就寝すると、

低温やけどの危険性はありません。
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形成外科

認定看護師のご紹介新
高度・専門分化が進む医療現場において、看護の役割はますます拡大し、質の高い看護ケアの提供が求められて
います。認定看護師とは、質の高い看護ケアを目的に、特定の看護分野において優れた知識と水準の高い看護が
実践できると日本看護協会から認定された看護師です。
資格を取得するには、看護師として5年以上の実践経験を持ち、日本看護協会が定める615時間以上の認定看護
師教育を修了し、認定看護師認定審査に合格することでやっと取得できる長い長い道のりと経験、実績が必要な
資格です。
当院においても、今年度、2名の看護師が認定看護師を取得しましたのでご紹介します。

感染管理認定看護師
北明 幸子
患者さんや家族の方、病院で

働く職員全てを感染から守るた

めに病院全体の感染防止に取

り組んでいます。

医師、薬剤師、臨床検査技師、看護師の多職種で

感染対策チーム（ICT）を作り、感染発生の監視、

予防と対応、教育、システム構築等の重要な役割を

担っています。

感染対策は、安全で質の高い医療を提供するうえで

とても大切です。皆様が安心して佐々総合病院を利

用していただけるよう活動していきたいと思います。

緩和ケア認定看護師
岸田 順子
緩和ケアとは、がんと診断さ

れた患者様やご家族の身体的

苦痛、精神的苦痛、生活上の

不安など様々な問題に対応し、

自分らしい生活が送れるように支えていくケアです。

様々な症状の緩和をはかり、患者様ご家族の持つ力

を最大限に発揮し望む場所で安心して、その人らしく

過ごせる環境を他職種と連携し、整えていきます。










